
　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
す
る

と
公
共
交
通
機
関
が
運
行
を
停
止

し
、
帰
宅
が
困
難
に
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
災
害
発
生
時
に
多
く

の
人
が
一
斉
に
徒
歩
で
帰
宅
を
始

め
る
と
、
火
災
や
沿
道
の
建
物
か

ら
の
落
下
物
な
ど
に
よ
り
負
傷
す

る
危
険
が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、

災
害
時
に
優
先
さ
れ
る
べ
き
救

助
・
救
急
活
動
の
妨
げ
と
な
り
ま

す
。

災
害
発
生
時
に
は「
む
や
み
に
移

動
を
開
始
し
な
い
」

○ 

ま
ず
は
自
分
の
身
の
安
全
を
確

保
し
よ
う
。

○ 

職
場
や
集
客
施
設
な
ど
の
安
全

な
場
所
に
と
ど
ま
ろ
う
。

○ 

災
害
用
伝
言
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り

家
族
の
安
否
や
自
宅
の
無
事
を

確
か
め
よ
う
。

○ 

交
通
情
報
や
被
害
情
報
な
ど
を

入
手
し
よ
う
。

　

安
房
地
域
で
の
危
険
物
取
扱
者

試
験
を
つ
ぎ
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。

と　

き　

６
月
30
日（
日
）　

と
こ
ろ　

館
山
総
合
高
等
学
校

受
験
料　

　

甲
種 

６
５
０
０
円

　

乙
種 

４
５
０
０
円

　

丙
種 

３
６
０
０
円

願
書
受
付　
（
一
財
）消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
千
葉
県
支
部

受
付
期
間

　

電
子
申
請
：
４
月
５
日（
金
）か

ら
５
月
７
日（
火
）ま
で（
24
時
間
対

応
）

　

書
面
申
請
：
４
月
８
日（
月
）か

ら
５
月
10
日（
金
）ま
で 

※
土
日
・

祝
日
を
除
く

　

危
険
物
取
扱
者
試
験
合
格
の
た

め
の
事
前
準
備
講
習
会
を
つ
ぎ
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

４
月
26
日（
金
）　

と
こ
ろ　

館
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
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防　

災

危
険
物
取
扱
者
試
験

災
害
発
生
時
の
心
得

〜
む
や
み
に
移
動
を
開
始
せ
ず

落
ち
着
い
た
行
動
を
〜

日
ご
ろ
か
ら
準
備
し
て
お
き
た
い

こ
と

○ 

携
帯
ラ
ジ
オ
や
地
図
を
持
ち
歩

こ
う
。

○ 

職
場
な
ど
に
歩
き
や
す
い
ス

ニ
ー
カ
ー
や
懐
中
電
灯
、
手
袋
、

飲
料
水
や
食
料
な
ど
を
用
意
し

よ
う
。

○ 

事
前
に
家
族
な
ど
と
安
否
確

認
の
方
法
や
集
合
場
所
を
話
し

合
っ
て
お
こ
う
。

○ 

徒
歩
や
バ
ス
に
よ
る
帰
宅
経
路

の
状
況
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

○ 

帰
宅
経
路
の
コ
ン
ビ
ニ
や
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど
を
確
認
し

て
お
こ
う
。

※ 

千
葉
県
や
九
都
県
市
で
は
、
コ

ン
ビ
ニ
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

な
ど
と
徒
歩
帰
宅
支
援
協
定
を

締
結
し
て
お
り
、
水
道
水
、
ト

イ
レ
や
交
通
情
報
な
ど
を
可
能

な
範
囲
で
提
供
し
て
い
た
だ
け

ま
す
。

　

消
防
防
災
課　

　
　

☎
33
―
１
０
５
２

危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
の
た
め
の
受
験
者
講
習
会

願
書
配
布
お
よ
び
受
験
者
講

習
会
受
付
場
所

ン
タ
ー

受
講
料　

６
２
８
０
円（
テ
キ
ス
ト

代
２
６
８
０
円
含
む
）

※ 

乙
種
第
４
類
の
問
題
集
は
別
売

（
１
６
６
０
円
）

受
付
期
間　

４
月
９
日（
火
）か
ら

４
月
23
日（
火
）ま
で

※
土
日
を
除
く

　

消
防
本
部
予
防
課
、
鴨
川
消
防

署
、
千
倉
分
署
、
鋸
南
分
署

※ 

鴨
川
消
防
署
、
千
倉
分
署
お
よ

び
鋸
南
分
署
で
は
、
災
害
出
動

時
な
ど
に
講
習
会
受
付
お
よ
び

願
書
配
布
が
出
来
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

安
房
郡
市
消
防
本
部
予
防
課

　
　

☎
22
―
２
２
３
４

　
　

 （
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
千
葉
県
支
部

　
　

☎
０
４
３
―
２
６
８
―
０
３
８
１



2

　

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
ん
で

い
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ

て
の
人
が
、
加
入
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

加
入
者
は
、
職
業
な
ど
に
よ
っ

て
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
加
入
手
続
き
が

異
な
り
ま
す
。

・
第
１
号
被
保
険
者

　

自
営
業
者
、
学
生
、
フ
リ
ー

タ
ー
、
無
職
の
人
な
ど
で
、
加
入

手
続
き
は
ご
自
分
で
住
所
地
の
市

区
町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
で

行
い
ま
す
。

・
第
２
号
被
保
険
者

　

会
社
員
や
公
務
員
な
ど
、
厚
生

年
金
保
険
や
共
済
組
合
に
加
入
さ

れ
て
い
る
人
で
、
加
入
手
続
き
は

勤
務
先
が
行
い
ま
す
。

・
第
３
号
被
保
険
者

　

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
配
偶
者
の
人
で
、
加
入
手

続
き
は
第
２
号
被
保
険
者
の
勤
務

先
を
経
由
し
て
行
い
ま
す
。

国
民
年
金
の
加
入
方
法

国民健康保険の届出は異動から１４日以内に！

保
険
年
金

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、
口

座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納

付
が
便
利
で
す
！

　

な
お
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
に
は
、
口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
納
付
が
ご
利
用
に
な
れ

ま
す
。

　

ご
利
用
い
た
だ
く
と
、
保
険
料

が
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
る
た

め
、
金
融
機
関
な
ど
に
行
く
手
間

が
省
け
る
う
え
、
割
引
も
あ
り
ま

す
。

　

た
だ
し
、
有
効
期
限
を
迎
え
る

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
場
合
、
更

新
時
に
改
め
て
手
続
き
が
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
を
希
望
す
る
人
は
、

納
付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
、
通

帳
、
金
融
機
関
届
出
印
を
持
参
の

う
え
、
ご
希
望
の
金
融
機
関
ま
た

は
年
金
事
務
所
へ
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
を
希

望
す
る
人
は
、
年
金
事
務
所
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

木
更
津
年
金
事
務
所　

　
　

☎
０
４
３
８
―
23
―
７
６
１
６

　国民健康保険の異動があった場合には、14日以内に保険年金課、朝夷行政センターまたは各地域センターで
手続きをしてください。届出が遅れると国民健康保険税がさかのぼって課税されたり、医療給付が受けられな
い場合があります。各種手続きの際には、個人番号（マイナンバー）のわかるものと、運転免許証など本人確
認ができるものをお持ちください。
※各地域センターで手続きをした場合、国民健康保険被保険者証は後日郵送となります。　
※月初めは、窓口が混雑する場合があります。

　保険年金課　☎３３－１０６０

必要な届出 こんなとき 手続きに必要なもの その他注意事項　

国民健康保険に
加入する届出

退職したとき、または
職場の健康保険の扶
養からはずれたとき

・印かん
・ 職場の健康保険の資格喪失
証明書

20歳から60歳までの人は、国民年金の手続き
も必要です。年金手帳を持参してください。

国民健康保険
から
脱退する届出

転出するとき ・印かん
・国民健康保険被保険者証

病院や老人ホーム、共同生活援助施設（グループ
ホーム）へ転出の際は、窓口へ申し出てください。
転出した日から、転出先市区町村の国民健康保険
被保険者証を使用してください。

職場の健康保険へ加
入したとき

・印かん
・国民健康保険被保険者証

職場の健康保険の被保険者証を持参してくださ
い。未交付の場合は、職場の健康保険の加入日
および職場の電話番号などの届出が必要です。
就職した日から、国民健康保険被保険者証は、
使用しないでください。使用すると、国民健康
保険で負担した分の医療費を返還してもらう場
合があります。

就学関係の届出

就学のための転出
・印かん
・国民健康保険被保険者証
・在学証明書

入学前に転出する場合は入学を証明するものを
持参し、入学後に在学証明書を提出してくださ
い。

就学のための被保険
者証を受けていた人
が卒業したとき

・印かん
・国民健康保険被保険者証
・卒業を証明するもの（コピー可）

卒業後、社会保険に加入していない場合は、お
住まいの市区町村で国民健康保険の加入手続き
が必要です。

引き続き就学すると
き

・印かん
・国民健康保険被保険者証
・在学証明書

就学を確認するため、毎年在学証明書を提出し
てください。



3

　

総
務
省
統
計
局
と
千
葉
県
で

は
、
毎
月
、
労
働
力
調
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
国
の
経
済
政
策

や
雇
用
対
策
な
ど
の
基
礎
資
料
を

得
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
重
要
な

調
査
で
、
総
務
省
が
毎
月
公
表
し

て
い
る『
完
全
失
業
率
』は
、
こ
の

調
査
を
も
と
に
発
表
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

対
象
と
な
っ
た
世
帯
に
は
、
調

査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
調
査
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
対
象　

三
芳
川
田
地
区
の
一

部
の
世
帯

調
査
期
間　

５
月
か
ら
９
月
ま
で

（
準
備
調
査
１
か
月
、
本
調
査
４
か

月
）

※ 

調
査
員
は
、
千
葉
県
知
事
発
行

の
調
査
員
証
を
携
帯
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

県
総
合
企
画
部
統
計
課

　
　

☎
０
４
３
―
２
２
３
―
２
２
２
０

　

県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
で
は
、

動
物
の
愛
護
お
よ
び
管
理
に
関
す

る
法
律
に
基
づ
き
、
犬
の
し
つ
け

方
教
室
や
一
般
譲
渡
会
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
動
物
愛
護
事
業
を
実
施

　

総
務
省
統
計
局
・
千
葉
県
・
南

房
総
市
で
は
、「
経
済
セ
ン
サ
ス
―

基
礎
調
査
」を
実
施
し
ま
す
。 

　

こ
の
調
査
は
、
我
が
国
の
す
べ

て
の
産
業
分
野
に
お
け
る
事
業
所

の
活
動
状
態
な
ど
の
基
本
的
構
造

を
、
全
国
お
よ
び
地
域
別
に
明
ら

か
に
す
る
と
と
も
に
、
事
業
所
・

企
業
を
対
象
と
す
る
各
種
統
計
調

査
の
母
集
団
情
報
を
整
備
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

　

調
査
は
、
調
査
員
が
全
国
す
べ

て
の
事
業
所
の
活
動
状
態
を
実
地

で
確
認
し
、
新
た
に
把
握
し
た
事

業
所
な
ど
一
部
の
事
業
所
に
は
、

調
査
票
を
配
布
す
る
こ
と
に
よ
り

行
い
ま
す
。 

　

調
査
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

　

企
画
財
政
課　

　
　

☎
33
―
１
０
０
１

　

国
や
県
が
実
施
す
る
各
種
統
計

調
査
に
従
事
し
て
い
た
だ
け
る
人

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
人
は
、
お
電
話
く

だ
さ
い
。

身
分
・
報
酬
な
ど

○ 

非
常
勤
の
公
務
員
と
い
う
身
分

で
す
。

○ 

任
命
期
間
は
２
か
月
程
度
で

す
。

○ 

報
酬
は
２
〜
４
万
円
程
度
で

す
。

要
件　

責
任
を
持
っ
て
調
査
を
遂

行
で
き
る
20
歳
以
上
の
人

　

　

企
画
財
政
課　

　
　
　

☎
33
―
１
０
０
１

労
働
力
調
査
へ
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す

動
物
愛
護
事
業
の
お
知
ら
せ

経
済
セ
ン
サ
ス
基
礎
調
査

統
計
調
査
員
を
随
時
募
集

し
て
い
ま
す

統　

計

動
物
愛
護

し
て
い
ま
す
。

と
き　

４
月
か
ら
６
月
の
間
で
各

月
１
回
程
度（
詳
し
い
日
程
つ
い
て

は
、
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

と
こ
ろ

・ 

県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
（
富
里

市
御
料
７
０
９
―
１
）

・ 

県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
東
葛
飾

支
所（
柏
市
高
柳
１
０
１
８
―
６
）

内
容（
①
②
④
は
要
予
約
）

①
犬
の
し
つ
け
方
教
室

② 

パ
ピ
ー
ク
ラ
ス（
子
犬
の
飼
い
方

教
室
）

※ 

東
葛
飾
支
所
で
は
パ
ピ
ー
ク
ラ

ス
は
あ
り
ま
せ
ん

③ 

一
般
譲
渡
会（
成
犬
・
成
猫
の
譲

渡
会
）

④
飼
い
主
さ
が
し
の
会

　

　

県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
０
４
７
６
―
93
―
５
７
１
１

　
　
　

 

県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
東

葛
飾
支
所

　
　
　

☎
04
―
７
１
９
１
―
０
０
５
０

　

が
ん
・
脳
卒
中
・
心
疾
患
・
糖

尿
病
・
肝
炎
・
難
病
な
ど
治
療
が

継
続
す
る
病
気
に
か
か
り
、
仕
事

と
の
両
立
、
今
後
の
働
き
方
な
ど

に
悩
み
を
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

が
ん
や
難
病
で
治
療
し
な
が
ら

仕
事
を
継
続
す
る
労
働
者
の
た
め

に
両
立
支
援
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

治
療
を
受
け
な
が
ら
仕
事
を
続

け
る
た
め
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が

あ
れ
ば
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

と
き　

平
日
９
時
か
ら
16
時
ま
で

と
こ
ろ　

千
葉
産
業
保
健
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー
（
千
葉
市
中
央
区
中

央
３
―
３
―
８
日
進
セ
ン
タ
ー
ビ

ル
８
Ｆ
）

対
象　

が
ん
・
脳
卒
中
・
心
疾

患
・
糖
尿
病
・
肝
炎
・
そ
の
他
難

病
を
抱
え
る
労
働
者

費
用　

無
料

　

 

千
葉
産
業
保
健
総
合
支
援
セ

ン
タ
ー

　
　

☎
０
４
３
―
２
０
２
―
３
６
３
９

治
療
と
仕
事
の
両
立
支
援

健
康
支
援
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新
市
町
村
振
興
宝
く
じ
の
収
益

金
は
、
県
内
の
販
売
実
績
な
ど
に

応
じ
て
、
公
益
財
団
法
人
千
葉
県

市
町
村
振
興
協
会
を
通
じ
、
各
市

町
村
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
そ
の
収
益
金
を
活
用

し
て
、
災
害
用
応
急
物
資
の
購
入

や
図
書
館
図
書
の
購
入
の
ほ
か
、

公
民
館
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

企
画
財
政
課

　
　

☎
33
―
１
０
０
１

　

家
畜
ふ
ん
堆
肥
を
購
入
す
る
農

業
者
を
支
援
し
ま
す
。

　

４
月
１
日
か
ら
補
助
対
象
経

費
、
補
助
率
が
一
部
変
わ
り
ま
す
。

変
更
内
容　

　

土
壌
診
断
を
実
施
し
た
農
地
に

新
市
町
村
振
興
宝
く
じ
の

収
益
金
を
市
の
事
業
に
活

用
し
ま
し
た

堆
肥
利
用
促
進
費
補
助
金

宝
く
じ

資
源
循
環

散
布
す
る
バ
ラ
売
り
の
堆
肥
の
購

入
費
用
な
ら
び
に
委
託
に
よ
る
運

搬
費
用
お
よ
び
散
布
費
用
の
３
分

の
１
を
助
成
し
ま
す
。（
袋
売
り
の

堆
肥
を
購
入
し
た
場
合
は
、
従
前

の
と
お
り
堆
肥
購
入
費
用
の
み
２

分
の
１
を
助
成
し
ま
す
。）

変
更
年
月
日

　

平
成
31
年
４
月
１
日

　

地
域
資
源
再
生
室

　
　

☎
33
―
１
０
７
３

ウォッチング南房総
 ～富浦エコミューゼ研究会～

　市内には、歴史遺産、文化財、産業、豊かな自然など、たくさんの資源
があります。ウォッチング南房総は、その資源を毎月１回（原則第２土曜日）
「歩いて、見て、体験して、発見しよう！」という企画です。
　アドバイザーが付き、毎回たくさんの発見があります。参加は、原則無料
で予約の必要もありません。（８月と３月を除く）
集合場所・時間／とみうら元気倶楽部に８：50集合　　　

　 　とみうら元気倶楽部　☎３３－３４１１

通算回数 と　き 内　容
３２０回 ４月13日（土） 青木・原岡寺社めぐり　～寺社の歴史と伝説をひも解く～
３２１回 ５月11日（土） 新しい道を歩いてみよう　～南無谷から花倶楽部へ～
３２２回 ６月  ８日（土） ワンダーランド大房探求　～伝説と戦争遺産とさくらんぼ？～
３２３回 ７月13日（土） 海の絶景を楽しもう　～小浜から南無谷海岸散策～

３２４回 ８月10日（土）
真夏のクルージング　～大房から鏡ケ浦へ～
※７月12日（金）午前９時からとみうら元気倶楽部で予約を受付けます。
また、参加費は５００円で富浦漁港集合です。

３２５回 ９月14日（土） 街中歩きシリーズ　～初秋の海浜植物と多田良地区～
３２６回 10月12日（土） 街中歩きシリーズ　～崖観音と船形地区と西行寺物語～
３２７回 11月  ９日（土） 古道を歩いてみよう　～旧木の根街道の峠道～
３２８回 12月14日（土） 富山勝善寺と水仙　～飛び石伝説と水仙遊歩道を歩く～
３２９回 １月11日（土） 低名山堂山に登ろう　～堂山のしろぎつねの里を訪ねて～

３３０回 ２月  ８日（土） バードウォッチング入門編　～いろいろな鳥を見られるんだ～
※双眼鏡の無料貸し出しもあります。

３３１回 ３月14日（土） 早春の野草を食す　～春の恵みに感謝！感謝！～
※参加費３００円が必要です。（予約不要）

変更後（平成31年４月から）

補助対象経費 補助率

堆肥購入費用 ３分の１

運搬・散布の委託
に要した費用 ３分の１

変更前（平成31年３月まで）

補助対象経費 補助率

堆肥購入費用 ２分の１

運搬・散布の委託
に要した費用 ―

【バラ売りの堆肥を購入した場合】
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図書館　　☎ 40-1120
開館時間　9：00～ 17：00
（水曜のみ  9：00 ～ 19：00）
休館日　　月曜日・祝日・年末年始

図書館だより
〒 295-0004　南房総市千倉町瀬戸 2340-5　http：//www.city.minamiboso.chiba.jp/0000000999.html

　　

＜一般書＞
・今着たいサロペットとジャンパースカート　　

ブディック社
・なんでも、漬けもの。　　　　　　河井　美歩
・姑の遺品整理は、迷惑です　　　　垣谷　美雨
・魔眼の匣の殺人　　　　　　　　　今村　昌弘
・ザ・ウォール　　　　　　　　　　堂場　瞬一
・ミート・ザ・ジャンパーズ！　　　太田　忠司
・エスケープ・トレイン　　　　　　熊谷　達也
・横道世之介　　　　　　　　　　　吉田　修一
・ノースライト　　　　　　　　　　横山　秀夫
・趣味で腹いっぱい　　　　　　山崎ナオコーラ

※2月中に新刊本は２３７冊入りました。

＜児童書＞
・ぼくらはなかよし、ラン、ラン、ラン ！
　　　　　　　　　　　　　ジェニデズモンド

・おいせまいりわんころう　　　　あおきひろえ
・ふかふかだよ　　　　　　　　　　間部　香代
・おにぎりにはいりたいやつよっといで　

岡田よしたか
・いき　　　　　　　　　　　　　中川ひろたか
・ほねほねザウルス　　　　カバヤ食品株式会社
・「文系？」「理系？」に迷ったら読む本　竹内　　薫
・妖怪一家のウェディング大作戦　　富安　陽子
・キリンの山のぼり　　　　　　　　茂市久美子
・ちゃめひめさまとおしろのおばけ　たかどのほうこ

●●●●●●● 新着図書紹介 ●●●●●●●
毎月購入している図書の中から図書館職員が 10冊を選びました。

 

　2月27日（水）に開催しました。（参加者31名）　       
　絵本ができるまでには人との出会いやいろいろな経験があり、身近な
出来事から考えが浮かんできて初めて作品として生まれてくるなど、1
冊1冊絵本のエピソードを交え、紹介をしてくれました。お話の途中に
は、わらべ歌や手遊び歌も紹介していただき、参加者も一緒に楽しみま
した。
　参加者から「絵本ができるまでの工程を実物と照らし合わせながら
お話を聞くことができ感激しました。」「たくさんの絵本の紹介、どの本も読んでみたいと思いました。声や
語り方に癒され、わらべ歌もとてもよかったです。」という声が聞かれました。絵本の読み聞かせに役立つ
研修となり、温かい空気が会場全体に広がってあっという間の2時間でした。

　読書通帳は、小さいころから本に親しめる子を育み、より一層本を好きになっても
らおうという目的で始めました。通帳に読書した本の名前を記録し30冊ためる「読書
通帳」は、平成31年２月８日に500冊の提出となりました。
　500冊目の読書通帳提出者となったのは、髙木さくらさん（富浦小学校３年）です。
500冊目の提出者となった髙木さくらさんに感想を聞いてみました。

　これからもたくさん読書をして、読書通帳の提出が増えていくことを期待しています。
　また、ますます子ども達の心がまあるく成長することを願っています。

雑誌のリサイクル冊数の報告～今回の提供数は484冊でした～
　リサイクル冊数３８５冊（期間中：南房総市民３１６冊　その後：市民およびその他の市町民６９冊）
　来年もご利用いただきますようお願いします。

　※ 毎週水曜日（祝日を除く）は、午後７時まで開館しています。皆さんのご利用をお待ちしております。

講演「絵本の舞台裏」～読み聞かせボランテイア研修会　読み聞かせは『LOVE♥』～

読書通帳提出数500冊突破！！（平成26年９月１日から始めた読書通帳）

　500さつ目ぴったりになってうれしいです。通帳をためるのは楽しいし、「頑張ったで賞」の完成シー
ルがいつもかわいいから、毎回 何がはってあるか楽しみです。
　わたしの読書通帳は61さつたまっているから、100さつめざしてもっといっぱい本を読みたいです。

～子ども読書の日「本とあそぼう」行事 4月21日（日） 開催決定！！～

講師：いちかわけいこ先生（絵本作家）
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☎ 40－5111

　ほのぼのでは、子育て相談、幼児相談、ことばの相談などを随時受け付けています。お気軽にご相談ください。

　年齢にあわせた親子遊びや手遊び、製作など。
定　　員　各回10組程度（申込は前日まで）

にこにこ教室（あそびの教室）　

場　所 と　き

とみうら元気倶楽部 ４月17日（水）

10:00～ 15:00

富山ふれあいコミュニティ
センター（旧富山公民館） ４月18日（木）

三芳保健福祉センター ４月４日（木）

千倉保健センター ４月12日（金）

白浜コミュニティセンター ４月24日（水）

4月ここここここ そそそそそそそそそそそそそそそそそそそそ だだだだだだだだだだだだ てててててててて

　スタッフが地域に出向き交流の場を提供します。

※その他、詳細はお問い合わせください。

出張にこにこひろば
　４月生まれのお子さんを
みんなでお祝いします。
と　　き　４月26日（金）
　　　　　11：30 ～
締め切り　４月25日（木）

　100円で楽しめる出張喫茶
店がオープンします。
と　　き　４月26日（金）
　　　　　10：00 ～ 12：00

お誕生会 in ほのぼの

「なごみ喫茶」でホッと一息 in ほのぼの

　体操の先生と一緒に、体を動かし
て遊びます。
対　　象　歩けるお子さん
と　　き　４月18日（木）
　　　　　10：00 ～ 11：00
締め切り　４月17日（水）　
※体操終了後、15：00まで遊べます

親子体操教室 in 富山ふれあいコミュニティセンター

絵本の読み聞かせ  　図書館　☎４０－１１２０（ほのぼの　☎４０－５１１１）

教室ほかイベントは、市内に住所がある人が対象です。
申し込みが必要な行事は締め切りまでに申し込みくだ
さい。

対　象　児 と　　き

ひよこ組
　2か月～お座りができる子ども ４月３日（水）9:45～10:30

りす組
　H30.4.2 生まれ～
　　　ハイハイができる子ども

４月５日（金）

9:45～10:30
10:45～ 11:30

うさぎ組
　H29.4.2 ～ H30.4.1 生まれ ４月９日（火）

くま組
　H28.4.2 ～ H29.4.1 生まれ ４月11日（木）

ぞう組
　H27.4.2 ～ H28.4.1 生まれ ４月19日（金）9:45～10:30

名　　称 と　　　き と　こ　ろ

とみうら絵本だいすきの会 ７日（日） 11：00 ～ 11：30 とみうら元気倶楽部

絵本読み聞かせ教室 13日（土） 10：00 ～ 11：00 和田地域福祉センター「やすらぎ」

千倉おはなし会 13日（土） 10：30 ～ 11：15 図書館

絵本おはなし会 20日（土） 10：00 ～ 11：00 丸山公民館

おはなしだいすき 20日（土） 10：30 ～ 11：30 富山ふれあいコミュニティセンター（旧富山公民館）

絵本の読みがたり 26日（金） 11：00 ～ 11：30 子育て支援センター「ほのぼの」

　毎月第１・第３水曜日は、赤
ちゃんデー。赤ちゃんのいるお
母さんの出会いの場です。

赤ちゃん集まれ in ほのぼの

にこにこひろば
休 館 日　日曜・月曜日、祝日・年末年始
開館時間　9:30～16:00

　にこにこひろばは、親子が気軽に遊んだり、交流したりして、
仲間づくりができる場所です。0歳から就園前までのお子さんを
お待ちしています。
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●すべて無料です。お気軽にご利用ください●

離婚・相続などの相談に司法書士が応じます。
弁護士による相談は他の機関を紹介します。
と　き／４月11日（木）
ところ／白浜コミュニティセンター
※ 調停中や裁判中の事件の相談ならびに同一内
容についての再度の相談は応じられません。
　 　社会福祉協議会　☎４４－３５７７

法律相談　13:00 ～ 16:00 要予約

思春期における悩みや不安の相談。本人とその
家族および学校職員などが対象です。
とき／４月11日（木）
ところ／安房健康福祉センター（安房保健所）

　 　安房健康福祉センター　
　　　 ☎２２－４５１１

思春期相談　14:00 ～ 16:00 要予約

年金、保険などの国の行政全般に関する意見や要望。
　　　　　10日（水） 朝夷行政センター
　　　　　25日（木） とみうら元気倶楽部 
　秘書広報課　☎３３－１００２

行政相談　13:30 ～ 16:00

４月

人権相談　13:00 ～ 16:00
いじめ、家庭内の問題に関する相談。
　　　　11日（木） 白浜地域センター 
　　　　12日（金） とみうら元気倶楽部
　　　　16日（火） 三芳農村環境改善センター
　　　　19日（金） 丸山公民館
　市民課　☎３３－１０５１

４月

そそそそそそそそそそそそそ うううううううううう だだだだだだだだだだだだ んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん

相続登記や抵当権抹消登記など不動産登記相談。
と　き／毎週火・木曜日（祝日は休み）
ところ／千葉地方法務局館山支局

　 　千葉地方法務局館山支局
　　　 ☎２２－０６２０

法務局登記相談  9:30 ～ 15:30 要予約

と　き／４月６日（土）　10:00 ～ 15:00
ところ／三芳農村環境改善センター

　 　ちば司法書士総合相談センター
　　　 ☎０４３－２０４－８３３３

安房巡回法律相談 要予約

消費生活相談　10:30 ～ 15:30
多重債務相談、サービス・商品に関する相談・苦情。
　　　　２日（火）・４日（木）・９日（火）・12日（金）
　　　　16日（火）・19日（金）・22日（月）・25日（木）
※ 相談場所は予約時にお伝えします。
※ 電話による相談は、商工課内の消費生活相談
専用電話（☎３３－４３００）
　 　商工課　☎３３－１０９２

４月

要予約

乳児相談・幼児健診 　健康支援課　☎３６－１１５２

項　　目 対　象　児 と　き と　こ　ろ

４か月児相談・
９か月児相談

平成30年11月生まれ・
平成30年６月生まれ ４月25日（木）（受付）９：15～９：30

三芳保健福祉センター
２歳児歯科健康診査 平成28年９月15日までに生まれ

た３歳未満 ４月25日（木）（受付）12：50～13：05

税金全般・記帳の相談。
とき・ところ／４月９日（火）法青会館３階
　　　　　　　５月14日（火）法青会館３階
※ 予約は毎月末日が締切です。

　 　税理士会館山支部　☎２３－４１３２

税金相談　 要予約

内　　容 と　　　き と　こ　ろ
これから離乳食を始める乳児または離乳食を始めている乳児
（１回食、２回食、３回食対応）

４月24日（水） 9：45 ～ 11：30
申込締切：４月17日（水） ほのぼの

もぐもぐ教室（離乳食教室） 　 　健康支援課　☎３６－１１５２



　ゴールデンウィーク中は、救急病院が混雑することが予測されるため、４月30日から５月２日までの３日間に
おいて、休日在宅当番医とは別に下記の15医療施設で通常診療および一次救急患者の受け入れを行います。
　また、この他の一部医療機関においても通常診療を行っています。受診する際は、直接かかりつけの医療機
関にご連絡するようにお願いいたします。

４月日日日日日日日日 当当当当当当当当当 番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番 医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医休休休休休休休休休休休休休
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地
球
環
境
保
護
の
た
め
、
こ
の
用
紙
は
再
生
紙
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安房地域医療センター （☎ 25 － 5111）は、
毎日 24時間体制で救急患者を受け入れています ｡
そのほかの当番医は次のとおりです ｡

７日（日）
花の谷クリニック（千倉）　☎４４－５３０３
東条病院（鴨川市） ☎０４－７０９２－１２０７
１４日（日）
館山病院（館山市）　☎２２－１１２２
２１日（日）
鋸南病院（鋸南町）　☎５５－２１２５
花の谷クリニック（千倉）　☎４４－５３０３
２８日（日）
館山病院（館山市）　☎２２－１１２２
２９日（月）
南房総市富山国保病院（富山）　☎５８－０３０１
３０日（火）
赤門整形外科内科（館山市）　☎２２－０００８
勝山クリニック（鋸南町）　☎５５－２１３８

※外国人住民を含みます。　（　）内は前月比

総人口　38,222 人　　（－ 82）
　　男　18,330 人　　（－ 32）
　　女　19,892 人　　（－ 50）
世帯数　17,215 世帯（－ 10）

出生　　 8 人
死亡　 87 人
転入　 72 人
転出　 75 人

（平成31年3月１日現在）
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ゴールデンウィーク中の診療について

受付期限／２０１９年９月30日（月）
振込窓口／郵便局・ゆうちょ銀行
口座番号／００１３０－１－６７３５９１
口座加入者名
　日赤平成３０年北海道胆振東部地震災害義援金
口座名義／日本赤十字社
そ の 他 ／「窓口での振込の場合、振込手数料
は免除されます。また、振込票などの控えは、受領
書の代わりとなり、税制上の措置が受けられます。
　日本赤十字社千葉県支部

　　☎０４３－２４１－７５３１

受付期限／２０２０年３月31日（火）
受付方法／郵便局・ゆうちょ銀行・市役所本庁・
分庁舎・朝夷行政センターおよび各地域センター
窓口
口座番号／００１４０－８－５０７
加入者名／日本赤十字社東日本大震災義援金
送金対象／岩手県、宮城県、福島県、茨城県
そ の 他 ／日本赤十字社ホームページより寄附協
力が可能です。なお、義援金箱も引き続き設置し
ていますので、皆さんのご協力をお願いします。
　日本赤十字社千葉県支部

　　☎０４３－２４１－７５３１

平成３０年北海道胆振震災害義援金

東日本大震災義援金

市町名 医療機関名 4/30（火） 5/1（水） 5/2（木）

館 山 市

赤門整形外科内科 〇 〇 〇
太田整形外科医院 〇 〇 〇
安房地域医療センター 〇 〇 ―
亀田ファミリークリニック館山 ― ― 〇
鈴木内科クリニック 〇 〇 ―
たかはし内科小児科クリニック 〇 〇 午前のみ
館山病院 〇 〇 〇
原クリニック 〇 〇 午前のみ

南 房 総 市
富山国保病院 〇 〇 〇
野崎医院 〇 〇 午前のみ
和頴医院 ― 〇 ―

鴨 川 市
石川外科内科クリニック 〇 急患のみ 〇
亀田クリニック ― 〇 〇
黒野医院 〇 ― 〇

鋸 南 町 勝山クリニック 〇 〇 午前のみ


